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要
1::. 
閏
微小電極を食用蛙 Ranacatesbianaの縫工筋に刺入し， 単一筋線維を刺激する。筋線維の
縦方向に 12-16個の電極を並べ，単一筋線維の活動電位を記録し，その伝導の模様を調べた。
そのため，電極間電位を補間し， オシロスコープの横剥l上に等電位図をカラー表示する。一次
元表示の等電位図である。オシロスコープの垂直軸は時間軸で刺激後の等電位図の経過を示す。
これにより移動する活動電位を示すカラーが斜めに描かれる。斜線の傾斜より， 活動電位伝導
速度(以下 CVとする)を計算できるが，斜線は必ずしも直線とならず，徐々に円弧を描く例
がある。 これは活動電位の伝導が末梢に行くほど減速していることを示す。その他斜線の角度
が急に変化するものがあり，速度の不均ーさが筋線維上でみられる。それらを等電位図上で確
認した上で， CVを正しく測定した。 CVのQIOは 200Cにおいて約2.0であったので，この値
を用いて CVを補正すると，平均値はl.96土0.27m/secであった。正確な CVが測定された筋
線維について，その膜の電気的諸定数を求めた。時定数 timeconstant (以下 Tとする)は CV
と相関し， r(相関係数)はー0.42であった (p <0.01)0 /1英容量(以下 C~l とする)も CV
と相関し，その 7はー 0.36で P<0.01であった。長さ定数 lengthconstant (以下 Aとする)及
び Hodgkin & Nakajimaの方法12)に従って算出した筋線維の直径(以下 D とする)と CV
とは相関しなかった。単位面積あたりの T-systemの量が CM，'の大きさと関係しているの
で， CVは単に筋線維のDやIl莫のえでなく， T同 systemの多寡に左右されていると考えられる。 
Key words: unidimensional-topography，conduction velocity，membrane constant 
略語一覧:CV :conduction velocity of action potential，τ: time constant of membrane， 
A:length constant of fiber，D: fiber diameter，CM: membrane capacity per 
umt area 
ることを報告した加。一方， Hodgkin & Nakajimaは 
まえおき
CVと筋線維膜の電気的定数との関係には直接触れてい
神経膜の時定数 τ，長さ定数 1などを測定することに ないが， CVはDの平方根と比例関係にあることを示
より，神経線維に対する電気的性質が研究されてきた した13)。これらの報告の他に， CVだけを測定したも
が， この解析法は，筋線維へも応用された1・6)，12，13，16)0 の10，1，17>，筋線維膜の電気的定数のみに注目したものは
Katz は細胞外記録により筋膜の電気的諸定数と， CV あるが1，2，4，5，8)。両者の関係を追求したものはみあたら
とを求めたが， CVとAは比例し，すとは逆比例してい ない。これは，同一筋線維において， I莫の電気的定数を
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求めると同時に， CVを測定することが，技術的に困難
であったためと思われる。一方，測定された筋の CV
をみると，実験者によりその値がかなり異なってい
る10，13，16)。これまでの測定は，筋線維上の 2点間の距離
と，それぞれの潜時の差から求める方法であったが，こ
の場合，その 2点間を活動電位が同一速度で伝導してい
るということが前提となっている。しかし，筋線維の末
梢に近づくほど伝導が遅くなったり，終板部でも速度が
変ってくるなど， CVは筋線維全長にわたり均一でな
い。本研究では， 12ないし16個の細胞外電極を筋線維上
に配列し，全電位を同時に記録した。電極間電位は，サ
ンフ。リング定理に従って補間し等電位図を描いた。同時
に，この等電位図の時間経過を描くことにより，活動電
位が筋線維上を一定の速度で伝導しているかどうかを確
めた。一定速度を示したところの筋線維部分について他
のガラス管微小電極を刺入し，電気緊張電位を記録し，
膜の電気的諸定数を測定した。このようにして求めた電
気的定数と CVとの相関関係を検討し， CVを決定する
要因を求めた。
実験方法
実験には，食用蛙 Ranacatesbianaより分離した縫工
筋 sartoriusmuscleを用いた。筋を静止長の115%に伸
長し，液槽内に固定した。実験中，電気刺激により筋が
収縮し，動きによる変位を防止するため，液槽内の Rin-
ger液 (NaCl114.9mM，KC12.5mM，CaCh 1.8mM， 
NaHC035.1mM)に飽和の Dantrolene-Na15，2，23) (山
之内製薬)を加え， Ringer液の温度をほぼ200Cに保っ
た。図 lにみるように， 2mm間隔に12又は16の銀線電
極を筋の長軸と直交するように配列し，活動電位をそれ
ぞれの電極から導出した(図 1，1 ~16)。不関電極(図
図1.実験方法の模式図 
C:刺激用ガラス管微小電極， R:記録用ガラ
ス管微小電極，実際には同一筋線維上の 3カ所
より記録， S:神経刺激用双極銀線電極， 1. 
E.:不関電極， M:カエ 1レ維工筋，①・・・・⑬:
導出用銀線電極，電極間距離は 2mm，液槽内
は Dantrolene-Na加 Ringer被 
1，I.E.)は同様の銀線電極で，筋の末梢端に配置した。
電位変化を記録する場合には，液槽内の Dantrolene-
Na加 Ringer液を一時的に除去した。ガラス管微小電
極は刺激電極として用い， 2MK-citrateを満たした。そ
の電極抵抗は約10MQ で.それを単一筋線維に刺入し，
持続10msecの直角波にて電気刺激を行った。刺激が強
くなれば，単一筋線維に活動電位が発生し，その線維を
伝導する。刺激電極より導出電極が遠ざかるにつれ，活
動電位は遅れて現われる(図 2A)。図 2Aにみられる
第 2の活動電位の潜時が同一であるので，これは不関電
極で記録された電位である。図 2Cにその烏敵図記録を
示した。活動電位は，電極に対応した CRTの横軸のそ
れぞれの位置に表示されるが，電極間電位は microcom・ 
puter (Signal Processor 7T08，三栄社製)にてサンプ
リング定理に従って補間された。 CRTの横軸に等電位
図として描かれている電位の大きさは， 11段階に区分さ
れ，陽性電位は赤系統に，陰性電位は青系統に，それぞ
れ5段階に分けられ，筋線維上の電位分布が示された。
これを一次元等電位図 unidimensional-topographyと呼
ぶ(図 2B)。縦軸は時間軸となり，等電位図の時間経過
を示す。図 2Bは印刷の都合上カラー写真を白黒に写し
たものであるが，活動電位のピーク値の赤色は濃い黒で
示されている。図 2Baの矢印に沿って斜めに走る線
は，活動電位が時間と共に筋線維を末梢へと伝導する様
子を示している。その傾きは，伝導速度を表わす。傾き
が途中で変ると，筋線維上を活動電位は違った速度で伝
導していることになる。
一次元等電位図の時間経過を CRT 上に描くことに
より，傾きが正しく直線を示しているかによって CV
が定常であるかを確認した。その後，同一筋線維にもう
一方のガラス管微小電極(導出電極;2MK・citrate を
満たし，抵抗約10MQ)を刺入する(図 1R)。刺激電極
(図 1C)より，持続300msecの過分極性通流を行ない，
導出電極(図 1R)よりその電気緊張電位を記録する。
これらの記録から，筋j践ので， Aを算出する。又，神経
刺激による筋線維の一次元等電位図を記録して，機能的
に単一にした神経線維(図 1S)を持続10msecの直角
波電流にて刺激した。刺激により発生したインパルスは
神経一筋接合部で終板部に伝達される。筋活動電位は，
筋線維上を両側性に伝導するようになる。本研究の一次
元等電位図は，この種の伝導の模様を明確に示してくれ
る。
成績
1. 単一筋線維活動電位の一次元等電位図
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図 2. A: 12本の銀線電極より導出された活動電位。 横軸は潜時，縦軸は電極番号を示す。陽
性波は各電極を通過した活動電位を示し， 陰性波は不感電極に活動電位が到着した
ことを示す。 
B:一次元等電位図。横軸は電極番号，縦軸は潜時をあらわす。 aの矢印に沿った黒い
線(実際には赤色の線であるが， 本図中では黒色の線として示されている。)が活
動電位の頂点電位の移動を示す。 これは直線を示し， 伝導は一定で，その CVは 
1.96土0.27m/secである。 
C:鳥眼図。横軸は電極の位置，縦軸は潜時をあらわす。活動電位の伝導模様がわかる。
図2B及び図 3に一次元等電位図とその経過を示す。
図2Bでは等電位の移動を示す等電位線が直線を示して
いる。これは，筋線維の全長にわたり一定速度で活動電
位が伝導していることを示している。図 3Aで、は，等電
位線が円弧を描き，その傾斜が次第に急i峻となってい
る。これは， CVが次第に減少していることを意味して
いる。つまり，末梢の臆に近づくにつれ，伝導が遅くな
っているのである。図 3Bは途中で急に方向を変え，横
軸と平行した等電位線を示している。これは，筋線維を
一定速度で伝導してきた活動電位が平行に変る位置で停
止し，その後の線維を伝導しなくなったことを意味す
る。伝導が止まった部位より末梢にある電極で導出され
た電位の応答時が全く等しいことから，停止した時点で
の電位が電気緊張性に末柏、の電極に波及したものと考え
られる。図 3Cでは筋線維の中央部に矢印で示した部分
で等電位線の傾斜角度が変っており，これは CVが少
しの問だけ速くなっていることを示している。図 3Dは
単一の神経線維を刺激することにより得られた等電位図
である。等電位線は台形を示し，その plateau部(高平
部}より活動電位は発し，やや不明瞭ではあるが以後両
側にほぼ等速度で伝導している。これは活動電位が終板
部より発生し，筋線維上を両側に向って伝導しているこ
とを示している 9 図3Cの矢印にみられた等電位線の傾
斜角度が変わっている部分と図 3Dにおける plateau部
は， 共に短い時間ではあるが， CV が他の部分と異な
り，速い伝導の様子を示している。図 3Cの傾斜角度が
変わっている部分も図 3Dの矢印の部分と同様，終板部
に相当すると思われる。
いくつか示した記録例でみるように，活動電位は筋線
維を一様に伝導しているわけではない。筋線維の CV
は一次元等電位図の等電位線から直線性を確めた上で，
その傾斜から測定しなければならない。本研究で求めた 
CVは， 1.96:t0.27m/sec (n =52)であった。 
2. CVに対する温度の影響 
CVに対する温度の影響を研究するため， 200C にお 
ける CV のQl0，すなわち100C の温度変化に対する 
CVの変化率を求めた。図 4に正確な cvが得られた 
3本の線維について測定した結果を示す。 8.90C 
16.40C12例(図 4の黒丸)， 13.90 C -19.30 C 8例(図 4
の白ぬき丸)， 24.20C -31.20C 12例(図 4の黒三角)
をプロットしである。 CVは温度変化に対し比例関係を
示し，その200Cにおける Ql0は約2.0であった。 
CV筋線維膜の電気的諸定数と 3. 
膜の電気的定数と cvの関係を求めるため，本研究
では一次元等電位図から一定の cvを示した筋線維に
ついて， CVを記録した部位の近くで膜の電気的諸定数
2 
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図 3. 種々の一次元等電位図
それぞれの等電位図中矢印に沿った黒い線は，実際には赤色の線であるが，
本図では黒色の線として示されている。 
CV(m/sec) 	 しい比例関係を示した。それゆえ transverseresistance 
とし，nAを-lOIは一定であるので，以下/0∞(V.-・	 3 
。。
a -
4‘ 
d‘ a. A と cv
・.. 膜の電気的諸定数を測定した。 
。.。 導出電極が刺激電極より離れるに従って，電気緊張電。.f>。 に示すように導出部位ab cの5B位は小さくなる。図	 . . . 
- .・ を3個所変え，それぞれの V∞を求め， V∞/1を算出すQlOキ 2.0	 る。 これら V ∞/1と刺激電極からの距離χとの関係を
。 10 20 30 T(OC) 
図 4.	 Ql0の訊.IJ定。 cvに対する温度の影響。横判l
は温度， 縦南hは cvをあわはす。代表例 3
例の側定値を示す。 QlO宇2.0
を測定した。まず，同じ筋線維にガラス管微小電極(図 
1 R)を刺入し，刺激電極(図 1C) より，持続300m 
sec，10nAの通流を行ない，その電気緊張電位を記録し
た。電気緊張電位の最終値(以後 V∞とする)を測定
し，通流量(以後 Iとする)を変え， v∞ー  Iの関係を
求めた。 1が-20nAから +20nAの範囲で，両者は正
求めたのが図 5Aである。 
Cable theoryに従うものは，それぞれの点における 
V ∞/Iを結ぶ線が片対数グラフ上にプロットすると直
線となる(図 5A)。との傾斜が長さ定数 Aである。本
研究では直線を示したもの52例につき，Aを求めた。 A
の平均値と標準偏差は3.25:!:0.83mm (n =52)で、あっ
た。 CVと Aとの関係を図 6に示した。両者の関係は非
常にばらつきが大きく，その r(相関係数)は小さく，
全然相関が認められなかった (P>0.05)。
また，図 5Aの直線が縦軸を横切る点は，実抵抗 ef-
ective resistance，Reであり， 
Re=1/2〆rm・rl .................・・ 1)
と表わされる。 rmは単位長さあたりの膜抵抗， n は内
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n=52，え=ー 0.17(p>0.05) 
部抵抗である o 
.2)•• •• •• • .，.••..•...•••ア百..JZ〆A=
であるから， 1) 2)より rm，n をを算出できる。 CVと
これらの定数の相関関係をみると， rm については 1'= 
-0.15， n については r=ー  0.05，Reでは 1'=0.12
で，いずれも相関を認めなかった (p>0.05)。 
b.τ，CMと CV 
Hodgkin & Rushton14) (1946)は電気緊張電位変化は
誤差関係 errorfunctionに従うとしてX=X/A，T= 
t/7:'とおき， 
F (X，T)= e- erfc日=一川X ¥2〆T Y '-} 
図 7.t'の測定

刺激電極より 0.15mmはなれた位置より記録

7:':時定，1/2の:τ 7:'0.5された電気緊張電位。 
数， VO.5r: 0.5"における電位の大きさ， Vτ: 
rにおける電位の大きさ， V∞:電気緊張電位
の最終値を示す。 
-eX erfc Iー茎:=-+〆TJ...."3) ¥2〆T.r ~ J 
の理論式を提唱した。 χは電極間距荷量，えは図 5Aの傾
斜から測定される。
通常， χ=0のときの電気緊張電位変化がV∞の84%
に達するまでの時間を測定し，この値を T とする。しか
し，とのV∞の84%を測定する場合， ドリフトによる影
響を受け，測定に誤差を生じる可能性が強い。 Hodgkin 
& Nakajima1D (1972)は，多少のドリフトがあっても
測定時間に大きな影響を与えないように，電気緊張電位
の急峻に立上る位置，すなわち V∞の約70%に達する時
間を求めた。 この電位は Vo・ 5~ として表わされる。本
研究ではそれを求めるため， Hodgkin & RushtonW 
(1946)の理論式を用いた。電極間距離が χ'である時， 
X' (=X'jJ.)とT=0.5， T宇∞の F (X'， 0.5)， F 
(X'，∞)を求め，
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Gi-1=1/4πD2ri・.....................6) 

より，上記の fiを代入してDを算出した。その平均値は 
F (X~_0.5) _.... 
(X'，∞)り
..A). . . . VO.5r=V ∞υ  
より Vo・5rを算出し，記録図の上から Vo・5rに達する時
間を求め，それを 2倍し τを算出した。ただ， Hodgkin 
& Nakajima12) (1972)は H6dgkin & Rushton (1946) 
の数値表ωを用いたが，その時のXの区分 (0.1区分)が
組大であったので，本研究ではこれを細かく区分 (0.01
区分)し，計算の主確を期した。そのように細かく広分
したXより， F (X'，0.5)，F (X'，∞)およびV∞を
求め， 4)式に従って Vo・5rを求め，実測値より Vo・5rに
達する時間 tを求め， 'l'を計算した。 T の平均値は33. 
36:t14.26msec (n =52)であった。
図8に示すように CVと r とはばらつきが少なく，
明らかな逆比例の関係を示した。 Tの値をみるとー0.42
と非常に強い相関を示した (p<0.01)。 
1)2)式より求めた rmと筋線維の直径 (D)(Dの測定
方法については後述)から 
RM=trDrm・....................・・・5)
の式より RM(単位面積あたりの膜抵抗)を求めた。こ
の値と Tより CM(単位面積あたりの膜容量)を算出し
た。 CVとの相関関係をみると， CMだけが相関を持ち
(図 9)，r=ー 0.36で逆比例の関係であった (p<O.01)。
一方 RMは r=ー 0.22で相関しなかった (p>0.05)。 
CM，RMの平均値は， それぞれ6.09:t2.13μF/cm2 (n 
cv(m/sec) 
2 
。 2 4 B 8 10 12 2CM(μF/cm) 
. 
図 9. CVと CMとの関係 
n=52，r=-0.36 (p<O.Ol)。図中，中央に回
帰直線を示す。 
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内部コンダクタンス internal conductance，Giは線維
の太さに関係なく一定であり，その値は約 200 C におい
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図10. D と!'，えの関係、 
図 8.CVと τとの関係 A: rとDの関係。 n=52，r=O.25(p>0.05) 
n=52，r=-0.42 (p<O.Ol)。図中に回帰直線 B :AとDの関係。 n=52，r=0.49(pく0.01)
を示す。 図中央に回帰直線を示す。 
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129.4:!:28.9，um (n =52)であった。それぞれのDと τ
との関係をみると，図lOAに示すように，非常にばらつ
いている。 r=0.25で、相関を認めなかった (p>0.05)。
また Hodgkin & Nakajima12) (1972)は直径の平方根と 
CVとはおおよそではあるが相関していると述べている
が，本研究では直径の平方根とも相関していなかった。
一方，Aについては図 6に示したように CVとは相関し
なかったが， Dとの関係ではばらつきが少なく ，r= 
0.49であり，非常に強い正の相闘を認めた (p<0.01) 
(図lOB)oAとDは相関するが，共に CVとは相関をみ
なかった。
考察
筋線維の活動電位の伝導を示す一次元等電位図から図 
2Bに示したものは，筋線維全長にわたり一定速度で伝
導しているものである。このような場合には，筋線維上
のどの個所に 2つの電極を設置しでも，その電極聞の距
離と潜時の差から CVを求めることができる。これに
対し，図 3A，B&Cのように筋線維上を違った速度で
伝導する場合，電極聞に不均一の部分が入ると，その 2
点聞で CVを測定すると誤差が生じてくる。図 3Aで
は，等電位線が円弧を示したが，これは筋線維が末柏、に
なるにつれ， CVが次第に減少していることで，筋線維
全体として一定した CVを表示できない。図 3Bのよ
うに等電位線が途中から水平を示す例が多く観察された
が，水平部分で、は潜時が全く等しく，これは活動電位が
電気緊張性に伝播しているだけで，実際にはその電極下
には伝導性の活動電位が発生していないのである。とれ
までのように， 2つの電極から CVを求めようとする
とき，活動電位の発生していない所に電極が置かれると
両電極間距離を誤って計つでしまい， CVに大きな誤差
が生じる。電極下に活動電位が必ず発生していることを
確認しておかなければならない。また，活動電位の伝導
中，等電位線が短い時間傾斜角度を変え経過している例
があった(図 3Cの矢印の部分〉。この部分も等電位線
が水平に近く， CVが速いことになる。筋線維上のごく
短い区間だけ，活動電位が速ぐ伝導している。これに対
し，短い区間だ、け等電位線が水平を示す例が神経刺激に
よる場合にみられた。図 3Dは単一神経線維を刺激した
際の筋線維の等電位図であるが，台形の等電位線を示し
た。 plateau部分は等電位線がほとんど水平である(図 
3Dの矢印)。筋線維に活動電位が最初に現われた地点
であり，それから等電位線は斜めに下りている。その傾
斜は従来のものと同じく，活動電位が筋線維を両側に伝
導していることを示している。 plateati部分は神経筋シ
ナプスの終板部に相当しており，活動電位は plateau部
分の両端の筋線維部分から発生していると考えられる。
従って plateau部分に置かれた電極で記録される電位
は，その両端に発生した活動電位の電気緊張電位である
と思われる。 Grundfestω(1966)によれば，終板に対応 
inexcita-莫は電気的に1する筋線維膜つまりシナプス後
bleであるし， Nastuk & Alexander (1973)， Tesle旺 
et a121l (1974) らは，神経筋終板部付近の筋線維におい
て記録される活動電位の頂点時は，それ以外の部位より
も20%以上短いと報告している。これは，終板部の電気
緊張的性質が他の部と異っていることを示している。筋
線維の直接刺激でも，図 3Cに示すようにその等電位線
の途中で短い区間傾斜角度を変えている部分がみられ
た。この傾斜角度の異なる部分には，神経終板が存在す
るであろうと考えられる。本研究はこれら不均一な伝導
を等電位図よりチェックし，その部分を除外して，正確
な CVの測定に務めた。 Ql0キ2.0で、補正した CVの平
均値は1.96:!:0.27m/sec (n =52) であった。本研究で
は，このようにして測定された CVと，それと向ーの筋
線維の膜の電気定数を測定することにより，それらの相
関関係を調べた。 CVと相関を認めたのは T及び CM
(図 8，図 9) であり ，A及びDとは相関を認めなかっ
た。 Katz15)の報告では， CVに対し， ..は逆比例，Aは
比例関係にあると述べているが， ..のみが本研究の結果
と一致し， ..をつくる CMは CVと相関したが，Aは全
く相関しなかった。これは Katzの報告した Aの値が，
本研究で用いた方法と違い，細胞外記録法によっている
こと，又彼が報告した CV，A及び Tの関係式は，筋線
維の内部が電気緊張的に均一なものであるという前提の
もとに作製されているためで、あろうと考えられる。 Aと
相関をもっ筋線維のDと CVとは相関を示さなかった。 
CMに関係して， Gage et aF.8) (1969a，1969b)は横行
小管系T-systemをグリセリン処理によって破壊する
と， CMが著しく減少したと報告している。又， Hodg-
を破壊すると，T-systemは(1972)1ωkin & Nakajima 
CMは減少するが，膜抵抗は変化しないと述べ， さらに 
CVが増大することを報告している。 T-systemは CM
の大小に関係し， CVに影響している。一方， 'r'は膜容
量と膜抵抗の積によって表わすことができるので， ..は 
T-systemの量に従って変化すると考えられる。本研究
では， CVと相関を示したのは T 及び CMであること
から， CVを変化させる因子としてこのT-systemが考
えられる。筋線維では神経線維と異なり， CVは線維の 
Dに関係するものではなく， T-systemの密度に左右さ
れていると思われる。本研究で記録された等電位線で、円
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弧を描くものがあったが，この CVの漸減は，構造の変
化によるもので，筋線維が細くなり Dが減少したもので
はないと考えられる。末梢に行くほど単位面積あたりの 
T-systemの量が増加してくる。それが CMを増し，T 
を増大し CVを減少させていると考えるのが妥当のよ
うに思われる。
稿を終るに臨み，終始ご指導，ご校聞を賜った千葉大
学医学部第一生理学教室本間三郎教授に深甚なる謝意を
表すとともに，本研究に際しご協力下さった第一生理学
教室諸氏ならびに，種々のご助言，ご校聞を賜った日本
大学歯学部生理学教室角野隆二教授に感謝の意を表しま
す。なお本論文は審査学位論文である。 
SUMMARY 
The sartorius muscle was isolated from Rana 
catesbiana. A single musc1e fiber was stimulated 
with an intracellular electrode inserted into the 
muscle. Conduction of action potential was recor-
ded {rom 12 or 16 extracellular silver electrodes 
arranged longitudinally along the muscle. Potential 
gradients between electrodes were calculated acco・ 
rding to the samp1ing theorem and the isochronal 
potential distribution between the electrodes was 
horizontally indicated with eleven color divisions 
on the color CR T，therefore absissa means dista-
ance between stimulating and recording electro-
des. On the other hand，the CRT scanned verti-
，181 1.PhysioJ.muscle fibers. 
2) Dulhunty，A. F. & Gage，P. W.: Electrical 
properties of toad sartorius muscle fibers in 
summer and winter. J. Physiol. 230，629-
642，1972. 
3) D111hunty，A. F. and Franxini“Armstrong， 
C.: The passive electrical properties of frog 
skeletal muscle fibers at different sarcomere 
length. J. Physio1.よ66，687-711，1977. 
324-336，1965. 
A. R.: ，A. and Martin 1.，4) Boyd
latency from the stimulation to an initiation of the constants of mammalian muscle 
action potential at each electrode. This display is Physiol.147，450-457，1959. 
cal1y at the same time，therefore ordinate gives Membrane 
fibers. .T 
called uni-dimensional topography. The slope of 
the equi-potential line on the topography reveals 
conduction velocity (CV) of an action potential 
propagating along a single m l1scle五ber. ln this 
stl1dy，the equi-potential lines were not always 
observed as straight lines. For example，some of 
these lines were gently curved，which means 
that the CV of an action potential is gradually 
changed. On the other case，it was observed 
that the line suddenly curved or had the step-like 
notch on its way. CV was actually calculated 
from a五berwhere the action p9tential conducted 
constantly along the musc1e fiber. The mean 
value of the CV was 1.96:!::0.27 m/sec，which 
was corrected by the QlO(キ2.0)at 20oC. 
Electrical constants were studied on the fibers 
whose CV was accurately obtained.τ(time con-
stant of membrane) was significantly correlated 
with CV，rbeing -0.42 (p <0.01). On the 
same way，CM (membrane capacity per unit area) 
was correlated with CV，rbeing -0 .36 (p < 
0.01). Both A(length constant of fiber) and D 
(fiber diameter) calcl1lated according to Hodgkin 
& Nakajima (1972) were not correlated with CV 
( p >0.05). lt was concluded that CV isaffected 
by the amount of T -system per unit area，not by 
D and A，because the values of C l¥Iand T were 
changed by the amount of T -system per unit 
area. 
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